
4.1.「英文法準教科書」における5文型の記述の実際

前節で「中学校学習指導要領」では1958年から2009年まで「生徒に5文型を教える

ようには言っていないのではないか」と私見を述べた。しかしながら，安井（1973:

179）は，「5文型を必ず扱うというのが，教科書検定に対する文部省側の基本方針であ

るようにさえ思われる」と述べている。安井がこのように主張する背景を八木（2015:

151）は次のように説明している。

「英語B」の教科書も，技能別，学年別のラインナップで刊行された。（中略）リーダーの教科

書が最も多く刊行されたが，昭和45年版施行後は専らグラマーのみを扱う教科書（文法事項

の解説と練習問題という構成が最も典型的）も多く刊行された。長きにわたり多くの高校で実

施されてきた，英語の授業を時間割上「リーダー」と「グラマー」に分ける慣行もこの時期に

確立されたものと考えられる。

1982年施行の「高等学校学習指導要領」で英語の科目名称が，英語I,英語II,英語II

A,英語IIB,英語IICとなってからは，文部省検定済みの「英文法教科書」は姿を消

した（29）。しかし，相当な期間に渡って「英文法準教科書」が刊行され続けていた。筆

者の手元にある18冊の「準教科書」で扱われている「5文型」の記述を総括する。第2

章で現行の学習指導要領に基づいた高等学校の「コミュニケーション英語」の教科書の

1冊である霜崎實（2013）で「5文型」が記述されていることを見た。単文を超えて「5
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文型」の分類がされていることが分かった。以下では，霜崎實（2013）と18冊の準教

科書の記述を比較しながら，5つの「文型」ごとに扱われている文の種類を概観する。

4.2.1.第1文型（S＋V）

霜崎實（2013）で扱われているパターンと18冊の準教科書で扱われているパターン

を表の形で概観する。いわゆる「第一文型」と分類される英文は，主語と動詞だけで成

り立つ短い文とは限らなそうだと見て取れる。

霜崎實（2013）が第1文型についてS＋Vのパターンしか取り上げていないことは既

に渡辺（2018:50）で指摘した。18冊の準教科書は，全て，文法的には省略可能な修飾

語句（Modifier）を従えたS＋V＋（M）を取り上げている。河井迪男（1982:34）は

S＋Vについて「ただし修飾語がついて長くなることもあり，短い文とは限らない」と

述べている。

河上道生（1987:4�5）は次のような3つの例文を取り上げている。
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表6

S＋V S＋V＋（M） S＋V＋L There構文（30）

霜崎 2013 ○ × × ×

安藤 1984 ○ ○ × ×

牛込（31） ○ ○ × ○

江川 1982 ○ ○ × ○

河井 1982 ○ ○ × ○

河上 1983 ○ ○ × ○

河上 1987 ○ ○ × ×

木戸 1981 × ○ × ○

隈部 1986 ○ ○ × ×

清水 1982 × ○ × ○

杉山 1982 ○ ○ × ○

鈴木 1987 ○ ○ × ○

羽鳥 1987 ○ ○ × ○

福井 1985 ○ ○ × ○

堀口 1986 ○ ○ × ×

水野 1987 ○ ○ × ○

若林 1984 × ○ × ○

安井 1985 ○ ○ ○ ×

吉田 1985 ○ ○ × ×



（100） Mybrothersingswell.

（101） Thedooropenedslowly.

（102） Oilandwaterdonotmix.

（100）と（101）は修飾語無しのS＋Vの分かりやすい例を挙げることの難しさを表して

いる。一語の副詞でもある方が自然な英文だということであろう。

openとmixが例文に使われているが，この2つは自動詞にも他動詞にも使われる

「能格動詞」（32）である。隈部（1986:18）と水野（1987:1）もopenを含む例文を採用し

ている。筆者には「能格動詞」は S＋Vまたは S＋V＋（M）に現れる動詞の典型例

（prototype）ではないような気がする。安井（1985:22�23）は，自動詞型の述部と他

動詞型の述部の両方に生ずることのできる動詞を3つに分類している。（a）本来的に自

動詞用法と他動詞用法とを備えているもの，（b）目的語が省略されて他動詞用法の動詞

に自動詞用法が生じたと考えられるもの，（c）本来的には自動詞用法である動詞に他動

詞用法が臨時的に生じたもの，の3つである。

（103） Heleft（thisplace）yesterday.

（104） Shesleptabeautifulsleep.

（105） Hewalkedhisdog.

（103）は（b）の例，（104）と（105）とは（c）の例である。S＋V＋（M）のパターンに取

り上げられる例文は（b）また（c）の範疇に入るものが多いように思われる。日本人学

習者に何を教えるのかという観点から，さらに調査が必要である。

「場所を表す義務的な前置詞句」（Locative）は安井（1985）が7文型の立場から取

り上げているのみである。

There構文は12冊の教科書に取り上げられている。若林（1984:24）には次のよう

な例が出ている。

（106） Thereisasmallflowerpotonmydesk.

例文（106）は，There+V＋S＋（M）と分析されるのだろう。しかし，・onmydesk・

は省略可能とは思われない。むしろ，There＋V＋S＋Lと分析した方が論理的かもし

れない（33）。

日本の学習文法で使われる5文型について（下）
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4.2.2.第2文型（S＋V＋C）

霜崎實（2013）で扱われているパターンと18冊の準教科書で扱われているパターン

を表の形で概観する。補語になるのは形容詞と名詞だけでないことがすぐに分かる。

まず補語（complement）になる語として教授すべき項目は形容詞と名詞であること

が分かる。形容詞は18冊中17冊で，名詞は16冊で取り上げられているからである。

他の項目は，to不定詞が8冊，動名詞が6冊，現在分詞が6冊，that節が5冊，過去

分詞が3冊，前置詞句が2冊となっている。

補語になる8つの項目を全て網羅している教科書は霜崎實（2013）を含めて1冊もな

い。that節，to不定詞，動名詞，現在分詞，過去分詞が補語になることを説明するか

どうかは教科書の編集者が悩むところであろう。いわゆる「5文型」は教科書の最初の

方で扱われることが多い。従って，扱われている文構造が比較的単純だからである。吉

田（1985）は工夫している。教科書の最初の方の§7で補語が形容詞と名詞の場合のみ

を扱っている。§32で補語がthat節を含む名詞節の場合，§33で補語がto不定詞の

場合，§34で補語が現在分詞と過去分詞の場合を扱っている。
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表7

形容詞 名詞 that節 to不定詞 動名詞 現在分詞 過去分詞 前置詞句

霜崎 2013 ○ × ○ × × ○ ○ ×

安藤 1984 ○ × × × × × × ×

牛込（34） ○ × × × × × × ×

江川 1982 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

河井 1982 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

河上 1983 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

河上 1987 ○ ○ × × × × × ×

木戸 1981 ○ ○ × × × × × ×

隈部 1986 ○ ○ × × × × × ×

清水 1982 ○ ○ × × × × × ×

杉山 1982 ○ ○ × × × × × ×

鈴木 1987 ○ ○ × × × × × ○（35）

羽鳥 1987 ○ ○ × × × × × ×

福井 1985 ○ ○ × ○ ○ ○ × ×

堀口 1986 ○ ○ × × × × × ×

水野 1987 ○ ○ × ○ ○ × × ×

若林 1984 ○ ○ △（36） ○ × ○ ○ ×

安井 1985 × ○ ○ ○ × × × ○（37）

吉田 1985 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×



4.2.3.第3文型（S＋V＋O）

霜崎實（2013）で扱われているパターンと18冊の準教科書で扱われているパターン

を表の形で概観する。ここでは目的語（O）になるものの種類を調査する。

名詞は18冊の教科書全てで目的語になるものとして取り上げている。他の項目の頻

度数は次の通りである。to不定詞は14冊，動名詞は12冊，疑問詞節は10冊，wh＋to

不定詞は8冊，that節は7冊，if節は3冊である。

河井（1982）は全ての項目を取り上げている。記述法に工夫がある。まず，見返しに

「5文型」の全ての型の例文が出ている。「5文型」を扱う章では，単文を中心とした単

純な記述にとどめ，不定詞，分詞，動名詞を扱う章でもう少し複雑な例文を取り上げて

いる。吉田（1985）も全項目を扱っているが，河井とは対照的に，18ページを費やし

て「5文型」を詳しく扱っている。

4.2.4.第4文型（S＋V＋Oi＋Od）

霜崎實（2013）で扱われているパターンと18冊の準教科書で扱われているパターン

日本の学習文法で使われる5文型について（下）
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表8

名詞 to不定詞 wh＋to不定詞 動名詞 that節 疑問詞節 if節

霜崎 2013 ○ × × × × ○ ○

安藤 1984 ○ ○ × × × × ×

牛込（38） ○ × × × × × ×

江川 1982 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

河井 1982 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

河上 1983 ○ ○ × ○ × ○ ×

河上 1987 ○ × × × × × ×

木戸 1981 ○ × × × × × ×

隈部 1986 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

清水 1982 ○ ○ ○ × × × ×

杉山 1982 ○ ○ ○ ○ × × ×

鈴木 1987 ○ ○ × ○ ○ ○ ×

羽鳥 1987 ○ × × × × × ×

福井 1985 ○ ○ ○ ○ × ○ ×

堀口 1986 ○ ○ × ○ × × ×

水野 1987 ○ ○ × ○ ○ ○ ×

若林 1984 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

安井（39）1985 ○ ○ × ○ × × ×

吉田 1985 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



を表の形で概観する。ここでは直接目的語（Od）になるものの種類を調査する。

名詞は18冊の教科書全てで目的語になるものとして取り上げている。他の項目の頻

度数は次の通りである。wh＋to不定詞が7冊，疑問詞節が5冊，that節が4冊，to

不定詞が 3冊である。注釈でも指摘したとおり，江川（1982），河井（1982），鈴木

（1987）は，次の例文（107），（108），（109）の中の不定詞句を直接目的語と分析してい

る。

（107） Nancyaskedmetodriveherhome.（江川1982:11）

（108） Hetoldmetodrivemoreslowly.（河井1982:見返し）

（109） Heaskedmetolendthebook.（鈴木1987:12）

筆者の仮説であるが，不定詞句を直接目的語と分析したきっかけは，英語教育の観点

から言うならば，Hornby（1954:20�21）
（44）の影響ではないかと思われる。Hornbyは

verbpattern3で15個の動詞を取り上げている。want,wish,help,allow,like,ask,
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表9

名詞 to不定詞 wh＋to不定詞 疑問詞節 that節 if節

霜崎 2013 ○ × × ○ ○ ×

安藤 1984 ○ × ○ × × ×

牛込（40） ○ × × × × ×

江川 1982 ○ ○（41） ○ ○ ○ ×

河井 1982 ○ ○（42） ○ ○ ○ ○

河上 1983 ○ × × × × ×

河上 1987 ○ × × × × ×

木戸 1981 ○ × × × × ×

隈部 1986 ○ × × × × ×

清水 1982 ○ × ○ × × ×

杉山 1982 ○ × × ○ × ×

鈴木 1987 ○ ○（43） ○ × × ×

羽鳥 1987 ○ × × × × ×

福井 1985 ○ × × × × ×

堀口 1986 ○ × × × × ×

水野 1987 ○ × × × × ×

若林 1984 ○ × ○ ○ × ×

安井 1985 ○ × × × × ×

吉田 1985 ○ × ○ × ○ ○



teach,bear,mean,prefer,cause,warn,order,advise,leadである。動詞の後に続

くのは名詞とto不定詞である。Hornbyは次のように述べている。

Inthispatterntheverbisfollowedbya（pro）nounandato-infinitive,socloselycon-

nectedthattheyform aunit.Thisissometimescalledthe・accusativeandinfinitive・

construction.

Hornbyも日本の文法研究者たちも「不定詞付き対格」（accusativewithinfini-

tive）（45）という概念を使うときにJespersenの影響を受けていると思われる。Jesper-

sen（1949partV:279）は「不定詞の対結」（infinitivalnexus）を（110），（111），

（112）の3つに分類している。［ ］内の分析はJespersenのものである。

（110） Ihearhimsing.［SVO（S2I）］

（111） Iallowhertosing.［SVOiO（I）］

（112） Weforcedhimtoobey.［SVOpI］

石橋光太郎他（1964:120）はJespersen（1949）の解説の中で，（110）は「「主語＋不

定詞」が明らかに主動詞の目的語である場合」，（111）は「人が動詞の間接目的語，不

定詞は直接目的語と考えられる場合」，（112）は「人が動詞の直接目的語，不定詞は ・to・

によって結ばれた3位語（tertiary）と考えられる」と翻訳している。

日本の学習文法では（110），（111），（112）を全てSVOCと分析することが多いとい

うことは表9と表10の教科書の分析から分かる。しかしながら，江川（1982），河井

（1982），鈴木（1987）のように不定詞句を直接目的語と分析した教材が存在していたわ

けで，教育現場ではどのように混乱を防いだのか興味がわく。今後の調査研究を必要と

するところである。

4.2.5.第5文型（S＋V＋O＋C）

霜崎實（2013）で扱われているパターンと18冊の準教科書で扱われているパターン

を表の形で概観する。ここでは補語（C）になるものの種類を調査する。

名詞は18冊の教科書全てで補語になるものとして取り上げている。他の項目の頻度

数は次の通りである。形容詞が17冊，現在分詞が7冊，原形不定詞が6冊，to不定詞

が5冊，過去分詞が3冊である。

さて，（113）のようなto不定詞を含む英文について，分析が割れている。

日本の学習文法で使われる5文型について（下）
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（113） Theywantedhertoplaythepiano.（安井1985:29）

江川（1982），隈部（1986），杉山（1982），鈴木（1987），安井（1985）はSVOCと

して説明している。

ところが，若林（1984:34�35）はtell,ask,wantが使われる文型を「主語＋動詞

（tellなど）＋目的語＋to＋原形」の「文型」として別の章を立てている。吉田（1985:

35）は，want,allow,expect,ask,tell（47）を含む英文を「S＋V＋O＋不定詞」として

扱い，SVOCとは別項目を立てている。4.2.4節の第4文型（S＋V＋Oi＋Od）の分析の

中で不定詞句を直接目的語と分析した教科書が存在したというのと共通の問題である。

「不定詞付き対格」がJespersenによって3つに分類されているという事実と関係があ

るのであろう。

しかしながら，筆者には安井（1985:27）に代表されるように，原形不定詞またはto

不定詞を含む英文には，一貫して「S＋V＋O＋C（不定詞）」という分析を与え，OとC

（不定詞）の間には，「意味上の主語述語関係」（nexus）があると記述する方が学習効
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表10

名詞 形容詞 原形不定詞 to不定詞 現在分詞 過去分詞

霜崎 2013 ○ × ○ × ○ ○

安藤 1984 ○ ○ × × × ×

牛込（46） ○ ○ × × × ×

江川 1982 ○ ○ ○ ○ ○ ○

河井 1982 ○ ○ ○ × ○ ×

河上 1983 ○ ○ ○ × ○ ×

河上 1987 ○ ○ × × × ×

木戸 1981 ○ ○ × × × ×

隈部 1986 ○ × × ○ × ×

清水 1982 ○ ○ × × × ×

杉山 1982 ○ ○ × ○ × ×

鈴木 1987 ○ ○ × ○ ○ ×

羽鳥 1987 ○ ○ × × × ×

福井 1985 ○ ○ × × × ×

堀口 1986 ○ ○ × × × ×

水野 1987 ○ ○ × × × ×

若林 1984 ○ ○ ○ × ○ ○

安井 1985 ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉田 1985 ○ ○ ○ × ○ ×



果が上がるように思われる（48）。

5.「7文型」と「8文型」

4.2.1節の第 1文型と 4.2.3節の第 3文型の分析で，安井（1985）だけが SVLと

SVOLを，それぞれSVまたはSVOの拡張として取り上げていた。いわゆる「7文型」

の考え方である。

社会人用の英語再入門書と思われる佐藤・小池（2016:29�31）は「8文型」の考え方

を絶賛している。SV,SVA,SVC,SVCA,SVO,SVOA,SVOO,SVOCの8つである。

根拠は安藤（2005:15�26,778�841）が「8文型」の分析を提案しているからである。

SVCAは，八木（1999:140�181）と八木（2011:73）が指摘するとおり，「形容詞形」

であるから「動詞の文型」からは除外するのが妥当だと思われる。

7文型の考え方が注目されるようになったのは，少なくとも日本では，Quirketal.

（1985）（49）の出版からであろう。例示のために例文を引用する。

（114） Pricesrose.［SV］（Quirketal.1985:56）

（115） Elizabethenjoysclassicalmusic.［SVO］（Quirketal.1985:56）

（116） Yourfaceseemsfamiliar.SVC］（Quirketal.1985:56）

（117） Mysisterlivesnextdoor.［SVA］（Quirketal.1985:56）

（118） Weallwishyouahappybirthday.［SVOO］（Quirketal.1985:56）

（119） Thepresidentdeclaredthemeetingopen.［SVOC］

（Quirketal.1985:56）

（120） Thedoormanshowedtheguestsintothedrawingroom.［SVOA］

（Quirketal.1985:56）

義務的な副詞句（obligatoryadverbials）を含んだSVAとSVOAが従来の5つのパ

ターンに加わって7つになっている（50）。「7文型」では義務的な副詞句が加わったこと

に注目が集まりがちだが，筆者は文の中の副詞句が情報伝達の上で果たしている役割に

注目することの方が，もっと大切ではないかと考える。その次に副詞句が義務的なのか

そうでないのかを考える方が分かりやすいのではないかと思う。

実際，Quirketal.（1985）は，いきなり（114）から（120）の7つのタイプを提示し

ているわけではない。［TypeSVO］，［TypeSVA］，［TypeSVOA］の3タイプにつ

いては，まず，義務的な副詞句（obligatoryadverbials）と省略可能な副詞句（op-

tionaladverbials）の両者を含んだ例文を示し，次に省略可能な副詞句を削除した例

日本の学習文法で使われる5文型について（下）
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文を提示している。以下に例文を引用する。省略可能な副詞句は，筆者が斜体字にして

ある。

（121a） Mymotherusuallyenjoyspartiesverymuch,usually.

（Quirketal.1985:51）

（121b） Mymotherenjoysparties.［TypeSVO］（Quirketal.1985:53）

（122a） Ihavebeeninthegardenallthetimesincelunch.

（Quirketal.1985:52）

（122b） Ihavebeeninthegarden.［TypeSVA］（Quirketal.1985:53）

（122c）*Ihavebeenallthetimesincelunch.（Quirketal.1985:52）

（123a） Youmustputallthetoysupstairsimmediately.（Quirketal.1985:52）

（123b） Youmustputallthetoysupstairs.［TypeSVOA］

（Quirketal.1985:53）

（123c）*Youmustputallthetoysimmediately.（Quirketal.1985:52）

（121a）と（121b）の対比は目的語（object）と副詞類（adverbials）との違いを例示す

るため，（122a）と（122b），（123a）と（123b）との対比は義務的な副詞句と省略可能な

副詞句との違いを例示するためと考えられる。（122c）と（123c）によって義務的な副詞

句を省略すると英語として成り立たず，非文（non-sentence）になってしまうことが

示されている。日本の学習文法で教授される文型の話では，SVとSVMまたはSVA

との対比として説明されていると思われる。5文型の立場でmodifiers（M）と扱うに

せよ，7文型の立場でadverbials（A）と扱うにせよ，副詞句の位置づけが分かりにく

い。Quirkらの説明の手順の方が明快である。

Quirketal.（1985）の「7文型」を受け入れながら，修正を加えている研究もある。

松浪勇（1988:101）は，Quirketal.のSVOAの例文を取り上げながら次のように述

べている。

上例の副詞語句（ここでは全て前置詞句）は，それらがなければ文が完結しないので，節の構

成要素であることは明らかであり，したがって義務的である。このようにこの種の副詞語句と

補語には近似性が認められるので，「5文型」にしても，その下位区分に義務的副詞語句を組

み入れることができればそれでもよいであろう。

SVLをSVCの下位区分にして，SVOAをSVOCの下位区分にするという提案である。

SVCとSVOCを上位区分にするということは，下位区分は教えないという自由も生ま

れるわけで，学習者の状況によって対応を変えられるようになる。「日本の中学校，高
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等学校で「7文型」を教えるべきか」という問いに対しては，加藤（2017:27）が「5

文型・7文型・8文型等諸説あるが，高校入門期では5文型による指導が妥当である」

と述べていることが回答になる。

6.「5文型」によって何を教えるのか

4節で見たとおり，1958年告示の「中学校学習指導要領」を参照してみると，「主語

＋動詞の文型」，「主語＋動詞＋補語の文型」，「主語＋動詞＋目的語の文型」，「主語＋動

詞＋間接目的語＋直接目的語の文型」，「主語＋動詞＋目的語＋補語の文型」という記述

はあるが，「5文型」の「5」という数字は見当たらない。ところがこの数字にこだわっ

ている人々がいる。6.1ではその例を2つ取り上げる。

6.1.「5文型」を表す数字の意義

川嶋政士（ 2014b:137）は，2013年6月に大学の1,2年生172名を対象に次のよう

なアンケート調査をしている。

PARTI

英語の5文型を書きなさい。（アルファベットを用いて）

第1文型

第2文型

第3文型

第4文型

第5文型

大学生たちに文型の番号を使って「5文型」の知識がどの程度あるかを調査している

わけである。しかし，第1文型（S＋V），第2文型（S＋V＋C），第3文型（S＋V＋C），

第4文型（S＋V＋O＋O），第5文型（S＋V＋O＋C）という数字とアルファベットの

組み合わせを学習者に暗記させることが「5文型」という考え方を使う目的ではないだ

ろう。

ところが準教科書の中にも「何文型か」と数字で答えさせる例が存在したのである。

羽鳥（1987:9）は次の（124）から（127）の例文に対して「次の文は何文型か言え」と

指示している。［ ］内は筆者による分析である。

（124） Heismybestfriend.［S＋V＋C］

（125） Wewonthebaseballgame3to2.［S＋V＋O＋M］

（126） Thegentlemanleftatiponthetable.［S＋V＋O＋M］

日本の学習文法で使われる5文型について（下）
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（127） Wewashbeforemeals.［S＋V＋M］

それぞれの文を主語，動詞，補語，目的語，修飾語に分析させて，あるいは教師が分析

を与えて，日本語で意味を言わせる方が学習効果が上がると思われる。準教科書の1冊

である江川（1982:14）は次のように述べている。

これで5文型の勉強は終わりである。（中略）そこで諸君に1つのアドバイスを与えておきた

い。文型の番号などは忘れてしまいなさい。ある1つの英文が第何文型かを考える必要はない。

意味が分かればよいのである。そのために文型の勉強をしたのだから。

大学の専門課程で文法の専門家を育てているのではないのだから，文法分析が英文法学

習の目的になってはならないという教訓である。

6.2.英語はSVO,日本語はSOV

筆者は「5文型」を教えることの意義の一つは，日本語と英語の語順の違いを明示的

に教えることではないかと考えている。一般言語学的な観点から日本語と英語の語順の

違いを論じている言説をいくつか見てみる。

国廣（1980:1）は，「通常，日本語はSOV,英語はSVOであるとされている」と述

べている。言語類型論の立場からの言説である。その分野の研究書を3冊ほど見てみる。

Comrie（1989:87）とDryer（2007:79）によれば，世界の言語は類型論的に6通り

に分類される。文を構成する主要な構成要素である主語（S），目的語（O），動詞（V）

がどのような順序で並ぶのが無標の語順であるかを考えるわけである。その分類は，

SOV,SVO,VSO,VOS,OVS,OSVの6つである（51）。Dryer（2007:62,68）は世界の

言語で一番多い語順はSOVであり，二番目に多い語順はSVOであると述べている。

SVOの言語の最初の例として英語を取り上げて，次のような例文を挙げている。

（128） Thewomansawthedog.（Dryer2007:68）

S V O

Comrie（1989:87）では，SOVの語順を取る言語の例としてトルコ語を取り上げて

いて，残念ながら日本語の例はない。旧版のComrie（1981:6）は，日本語の基本的な

語順（52）はSOVであると説明し，次のような例文を挙げている。

（129） HanakogaTarooobutta（Comrie1981:6）
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日本語話者を対象とする英語教育の研究の中でも，英語と日本語が世界中の言語の中

でどのような位置にあるかを考えることは必要であると思う。以上，一般言語学的な立

場から語順とは何を意味するのかを検討してみた。

さて，焦点を英語の話に戻す。Quirk（1985:51）では次のような例文を取り上げて，

文の中の要素の移動に制限があることを示し，英語の語順は比較的固定している（・fix-

edword-orderlanguage・）と述べている。平叙文ではSVOが普通（regular）として

いる。

（130） Mymotherusuallyenjoyspartiesverymuch.［SAVOA］

（Quirk1985:51）

（131） Usuallymymotherenjoyspartiesverymuch.［ASVOA］

（Quirk1985:51）

（132） Mymotherenjoyspartiesverymuch,usually.［SVOAA］

（Quirk1985:51）

（130）,（131）,（132）の例から副詞句（A）は文中で，かなり自由に移動できることが

分かる。ところが，S,V,Oの移動には制限があることが以下の（133）,（134）,（135）

から例示されている。

（133） *Usuallyenjoyspartiesmymotherverymuch.［AVOSA］

（Quirk1985:51）

（134） *Enjoysmymotherpartiesverymuch.［VASOA］（Quirk1985:51）

（135） *Mymotherpartiesusuallyenjoysverymuch.［SOAVA］

（Quirk1985:51）

（133）,（134）,（135）から次の2点が例示されていると言える。1つめは英語の基本的な

語順はSVOであり，平叙文では，動詞（V）を主語（S）の前に持って行ってはいけ

ないこと，2つめは目的語（O）を動詞の前に持って行っては行けないことである。副

詞句（A）の一部が主語と動詞の間に入れることは（130）から分かる。

このように，（133）,（134）,（135）のような英文はあり得ないということを理解する

ためには，まず，英語の基本語順SVOを習得する必要がある。「5文型」が日本人学習

者の英語習得のために与えられた役割は2つあると思う。1つめは英文の意味を，ただ

単語の意味をつなげるのではなく，分析的に単語と単語の間の掛かり具合を理解した上

で，解釈できるようにすることである。2つめは日本人学習者が SV,SVC,SVO,

日本の学習文法で使われる5文型について（下）
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SVOO,SVOCという語順で英語を並べられるようにし，発信型の英語学習を助けるこ

とであると筆者は考える。

7.結 論

5節の終わりで加藤（2017:27）が「高校入門期では5文型による指導が妥当である」

と述べていると指摘した。これは無批判に「5文型」を教え続ければ良いということで

はない。

岩田（2014），大津（2004），フクチ・高橋（2015），宮永（2014），細江（1971），「コ

ミュニケーション英語の教科書」である霜崎（2013），18冊の英文法準教科書で記述さ

れている「文型」の例文を分析して分かったことが3つある。

1つめは，4冊の社会人のための啓蒙書では単文（simplesentence）しか扱ってい

ないことである。英文法準教科書の中でも，安藤（1984）,牛込，河上（1987），木戸

（1981），清水（1982），羽鳥（1987）の6冊は，SVC,SVO,SVOOのパターンの例示

で単文しか使っていない。これはOnionsと細江の記述法を受け継いでいると思われる。

残りの12冊はthat節などの従属節を含む複文（complexsentence）も例示で扱って

いる。霜崎（2013）も同様である。

2つめは，補語（C）や目的語（O）になるものの多様性である。SVCを例に取ると，

形容詞，名詞，that節，to不定詞，動名詞，現在分詞，過去分詞，前置詞句が補語に

なり得る。・Iamhappy.・のような文だけを教えるのが「5文型」を使った授業ではな

いはずである。

3つめは，準教科書の記述に議論を呼びそうな異同があることである。SVOOと

SVOCの例示の中でto不定詞を目的語として扱うのか補語として扱うのかという分析

の立場に違いがあることが分かった。

20世紀の文法書Quirketal.（1985）は，「義務的副詞類」という概念を導入して「7

文型」という分析を提案した。21世紀になって変化はあったのだろうか。

Huddleston&Pullum（2002:218）は，文の構造をいくつに分析できるかという問題

に対しては，fivecanonicalconstructionsという立場を取っている。以下に例文を引

用する。（ ）内の表記はHuddleston&Pullumのもの，［ ］内の表記はHuddleston

&Pullumの記述を筆者が取り入れたものである。Pはpredicateを，PCはpredicate

complementを表す。

（136） Ileft.（S�P）［intransitive］

（137） Igotbetter.（S�P�PC）［complexintransitive］
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（138） Itookthecar.（S�P�O）［monotransitive］

（139） IgaveJoakey.（S�P�O�O）［ditransitive］

（140） Ikeptithot.（S�P�O�PC）［complexmonotransitive］

Huddleston&Pullum（2002:219）は，Quirketal.にない提案をしている。Valen-

cy（結合価）という概念である。例示のために例文を引用する。［ ］内の表記は

Huddleston&Pullumのものである。

（141） Hedied.［intransitive;monovalent］

（142） Thisdependsontheprice.［intransitive;bivalent］

（143） Edbecameangry.［complexintransitive;bivalent］

（144） Hereadthepaper.［monotransitive;bivalent］

（145） Heblamedmeforthedelay.［monotransitive;trivalent］

（146） ThismadeEdangry.［complexmonotransitive;trivalent］

（147） Shegavehimsomefood.［ditransitive;trivalent］

従来の目的語（object），補語（complement），義務的前置詞句（prepositional

phrase）を，まとめて，補語（complement）という上位概念でひとくくりにしよう

という分析である。動詞がいくつのcomplementを必要とするかという観点から説明

するものである。決して最近生まれた分析法ではない。Allerton（1982）は英語につい

て詳細な分析を提供している。

日本では，小泉（2007,2009）が結合価文法（valencygrammar）による日本語と

英語の分析を提案している。

小泉（2007:238�239）では，Hornby（1954）の25の動詞形を「5文型」に還元して

整理している。

（A）SV（20,21,23,24,25）

（B）SVC（22）

（C）SVO（1,2,3,10,11,15,17,18,19）

（D）SVOO（12,13,14,16,19）

（E）SVOC（4,5,6,7,8,9）

さらに，小泉が推奨している「結合価文法」のひとつAllerton（1982）による結合

価による動詞の分類を，やはり，「5文型」に還元して整理している。

日本の学習文法で使われる5文型について（下）
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（ア） 無価動詞［SV（Sは非人称のitに限る）］

（イ） 1価動詞［SV,SVC（Cが形容詞の場合）］

（ウ） 2価動詞［SVO,SVC（Cが名詞の場合）］

（エ） 3価動詞［SVOO,SVOC（Cが名詞の場合）］

小泉（2009:191）は，次のように述べている。

このアニアンズの5文型は日本の英文法理論を50年以上にわたって支配してきたし，今でも

ゆるぎないものがある。この間にチョムスキーの変形理論は，提起され，展開され，衰亡する

という過程を踏んできた。これらの差はアニアンズの5文型とチョムスキーの分析理論の妥当

性に基づくものである。任意の英文が与えられれば，それが5文型のいずれに相当するか決定

するのは容易である。だが，変形文法（53）は条件ばかりやかましくて，英文の文構造を提示す

ることはほとんどなかった。

変形生成文法はthat節やto不定詞などを含む補文構造の説明に，稲田（1989）に代

表されるような成果を残している。結合価文法は日本ではあまり馴染みがないが，辞書

の記述の中に取り入れられている。細江逸記の著述がもととなって日本に根付いてきた

「5文型」を大切にしながら，新しい学習文法を開発していく必要がある。
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（29） 準教科書の1冊，杉山（1982）のはしがきに「1982年度から，新学習指導要領に則って，

文部省検定の英文法教科書がなくなる。」とある。

（30） Thereis［are］...,Hereis［are］...,の構文のこと。

（31） 牛込久男の本には出版年の記載が無い。

（32） 影山（2001:15）は，（a）Theboybrokethevase.（他動詞）と（b）Thevasebroke.

（自動詞）という例を挙げ，breakと同じ自他交替を示す動詞は，open,shut,shatter,drop,

slideなど多数あり，能格動詞（ergativeverbs）と呼ばれると述べている。影山（1996:

140�141）にも同様の記述がある。『ルミナス英和辞典』（2005）には該当する動詞に自他交

替の表示がある。

（33） Quirketal（1985:1403�1404）はexistentialthereと7つのbasicclausepatternsとを

以下のように対応させている。Aは義務的副詞句（obligatoryadverbials）を表す。

（1a） Somethingmustbewrong.［SVC］

（1b） Theremustbesomethingwrong.
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（2a） Wasanyoneinthevicinity?［SVA］

（2b） Wasthereanyoneinthevicinity?

（3a） Noonewaswaiting.［SV］

（3b） Therewasnoonewaiting.

（4a） Plentyofpeoplearegettingpromotion.［SVO］

（4b） Thereareplentyofpeoplegettingpromotion.

（5a） Twobulldozershavebeenknockingtheplaceflat.［SVOC］

（5b） Therehavebeentwobulldozersknockingtheplaceflat.

（6a） Agirlisputtingthekettleon.［SVOA］

（6b） There・sagirlputtingthekettleon.

（7a） Somethingiscausingmyfrienddistress.［SVOO］

（7b） There・ssomethingcausingmyfrienddistress.

There構文は7つの「文型」に渡るというQuirkらの主張である。

（34） 牛込久男の本には出版年の記載が無い。

（35） ・Thegroundwasinbadcondition.・という例文が出ている。

（36） ・Theproblemiswhethertheyaregoingtohelpeachother.・という例文が出ている。

（37） ・Mystomachissomewhatoutoforder.・という例文が出ている。

（38） 牛込久男の本には出版年の記載が無い。

（39） 安井（1985:12）は第3文型（SVO）の拡張としてSVOLを取り上げている。・Heputthe

kettleonthestove.・が例文として挙がっている。

（40） 牛込久男の本には出版年の記載が無い。

（41） ・Nancyaskedmetodriveherhome.・という例文が出ている。この例文をSVOOでは

なく，SVOCと分析する立場もある。例えば，準教科書の1冊である隈部（1986:24）は

・Weaskedhimtoplaytherecorder.・をSVOCのセクションで扱っている。

（42） ・Hetoldmetodrivemoreslowly.・この例文をSVOOではなく，SVOCと分析する立

場もある。例えば，準教科書の1冊である隈部（1986:24）は ・Johntoldustofinishthe

workatonce.・をSVOCのセクションで扱っている。

（43） ・Heaskedmetolendthebook.・という例文が出ている。この例文をSVOOではなく，

SVOCと分析する立場もある。例えば，準教科書の 1冊である隈部（1986:24）は ・We

askedhimtoplaytherecorder.・をSVOCのセクションで扱っている。

（44） Hornby（1975:62�64）では，VP17AとVP17Bに二分している。・theaccusativeand

infinitiveconstruction・という表現はない。VP17Aは目的語を主語に変えて受動文を作れ

る動詞，VP17Bは受動文を作れない動詞と説明されている。ちなみにaskとtellは受動態

を作れる動詞である。

（45） 渡辺（2018）の注釈の（12）で既に言及したように，「5文型の祖」と言われることのある

Onionsもaccusativewithinfinitiveという概念を使っている。Onions（1911:128）では，

・Reportdeclaredhim tobedead.・において ・him tobedead・の部分を不定詞付き対格

（accusativewithinfinitive）と呼び，・him・と ・tobedead・は分離不可能と述べている。

後の構造言語学流に解釈すれば，「不定詞付き対格」の部分を目的語（節）とする考えにつ

ながる。

（46） 牛込久男の本には出版年の記載が無い。

（47） Jespersen（1949partV:279�290）によれば，ask,allow,expect,tell,wantは［SVOiO

（I）］と分析されるようである。

（48） 八木（2011:73�74）は次の江川（1991）の3つの例文について見解を述べている。［ ］

日本の学習文法で使われる5文型について（下）

―141―



内は八木による江川の記述の説明である。江川（1991:331）は「「S＋V＋O＋不定詞」の構

文を8品詞5文型の学習文法の枠内で処理することは不可能なので」と述べている。

（a） Wewarnedhimtobecareful.（江川1991:330）［SVOO］

（b） Iexpectedhimtocome.（江川1991:330）［SVOC］

（c） Iwishyoutocomehomewithmeandmeetmypeople.［SVO（sv）］

八木は「文型はあくまでも学習上の便宜のための類型化であり，表面上の構造をもとにし

たした類型化で十分だ。そうすると，（1）［（a）］（2）［（b）］（3）［（c）］はいずれもSVOCと

して，OとCが主語・述語の関係にあることなる」と述べている。

（49） 7文型の考え方は，Quirketal.（1972）に既に提示されている。Quirketal.（1972:43）

は，・Amongthelessimportantpatternsignoredinthisformulaare...andtheobliga-

toryAwithVdynamicintrans（HelivesinLondon）andtrans（Sheputthevaseon

thetable）.・と述べている。

（50） 池上（1991:20）は「一連の検討から「五文型」の考え方の一つの問題点が出てくる。つ

まり，この考え方では，�名詞句�や �形容詞句�として表現されていると正当な文構成要

素（S,O,C）として認定されるが，同じ程度に文の構成に欠かせない要素であっても �副

詞句�として表現されていると，一切無視してしまうということである」と述べている。

（51） Comrie（1989:87）には，次のような例文が出ている。一部，日本語の説明を加えながら

引用する。

（a）Hasan�ok�u aldi.（Turkish:SOV）［トルコ語］

Hasanox ACCUSATIVE bought

・Hasanboughttheox.・

（b）Thefarmerkilledtheduckling.（English:SVO）

（c） Lladdoddy ddraig y dyn.（Welsh:VSO）［ウェールズ語］

killed thedragontheman

・Thedragonkilledtheman.・

（d）Nahitany mpianatrany vehivavy（Malagasy:VOS）

saw the student the woman［マダガスカル語］

（e） Totoyahos�iye kamara（Hixkaryana:OVS）

manit-grabbed-himjaguar

・Thejaguargrabbedtheman・

［Shopen（2007:71）によるとブラジルで話されている言語。言語名は［h��k�ri��n	］（ヒ

シュキャリアーナ）と発音する。IPA表記はhttps://en.wikipedia.org/wiki/Hixkaryana_

languageによる。アクセス日は2017年8月31日。］

OSV言語の例は，Comrie（1989）にもShopen（2007）にも出ていない。

（52） 黒田（1980:25）は，「日本語では，主語―目的語―動詞というのが基本的な語順である」

と述べている。「日本語は語順が自由である」という主張に対して次のような例文を挙げて

語順の自由度には制限があることを指摘している。［ ］内の表記は筆者による。

（a）山田太郎が打出の小�を発明した。［SOV］

（b）打出の小�を山田太郎が発明した。［OSV］

（c） 山田太郎が発明したよ―内出の小�を。［SVO］

（d）太郎が内出の小�を発明したのは西暦2032年のことである。

（e） もし太郎が内出の小�を発明すれば，日本のエネルギー問題は一挙に解決する。
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（f） *太郎が発明した―内出の小�を―のは西暦2032年のことである。［*は非文を表す］

（g）*もし太郎が発明する―内出の小�を―ば，日本のエネルギー問題は一挙に解決する。

語順に自由度があるのは，（a）,（b）,（c）のような独立文（simplesentence）の場合であっ

て，従属文の中では動詞が句末に来るというのが黒田の主張である。

（53） 中村（2009:66）は，「豊富な例によって支えられている伝統的な記述文法は英語力の養

成には最適の文法である。しかし一方，従来のOnionsの5文型に基づく英文法は速やかに

排除され，生成文法的基本文型に基づく英文法への変換が必要であることを強調しておきた

い。」と論文を結んでいる。枡矢・福田（1993:32�38）は5文型の分析を例文を挙げながら

樹形図を使って説明している。

（a）MyEnglishteachersentmealotofEnglishbooks.［SVOO］

（b）John・sfathermadehimadoctor.［SVOC］

SVOOの文では2つの目的語が2つの名詞句（NP）と説明されている。SVOCの方では，

Oと Cは小節（smallclause）を形成していると説明している。しかし，伝統文法で

Jespersen（1949）がnexus（対結）と分析したことと大差はないように思われる。
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